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連載企画　地活協通信（ちかつきょうつうしん）

‘14地域へのYELL（エール）’　高校生の私たちから

14地域の魅力を高校生がポスターにしました

テレビや新聞でも話題に！

作品 No.1 安立連合地域活動協議会

2.5tあんねんぞ、お前もっと持てよ

みんなで担ぐ大神輿！伝統をつなぐまち。安立

私がつくりました　大阪府立港南造形高校3年橋本（はしもと）なごみさん

1．安立地域について感じたこと

　安立地域は中央を紀州街道が走る歴史ある地域ですが、これまで全く知らなかったんです。今回地域の方に色々お話をうかがう中で、「神輿を通して、皆さんでまち全体のつながりを作っておられる」というところにすごく魅力を感じました。

2．ポスターを作成して

　スケジュールが厳しかったです（笑）。他のチームは既にパソコンでの作業に入っている中、8月1日の神輿渡御まで写真が撮れないので。ぎりぎりのところで修正も入ったりで、日程的には大変でした。地域のご協力と、電通のクリエイターさんに助けていただいて、完成できました。地域の皆さんの神輿への熱い思いが伝わるいい作品になったと思います。

3．安立地域のみなさんへ

今回の取材を通じて、全く知らなかった安立地域の、神輿やまちの魅力に感動しました。素敵なまちだと思います。これからも神輿を見に安立に行きます！！

紀州街道を取材中！

地域の方からメッセージ

安立連合地域活動協議会　中野（なかの）会長

取材を受けて、まずお話したことは、「地域にとっての‘祭り’の意味をどう発信していくか」ということでした。神輿で大和川を渡る‘神輿渡御’があって、昭和37年から途絶えていた人力での渡御復活に向け地域一丸となって取組み、汚れていた大和川がきれいになった。そういうことで地域のつながりが深まっていくんです。

今回、この大阪一の神輿をこんなにうまくポスターにしてもらったので、しっかりPRしていきたい。地域で祭りを盛り上げていく中で、防災などの他の取組みにつながっていくと思います。

見守りあったかネットコーディネーター　池田（いけだ）さん

神輿渡御では、担ぎ手さんたちに混じって、本当にがんばって撮影してくれました。だからこそ、躍動的な作品になったと思います。

▲贈呈式にて　左から株式会社電通 杦本（すぎもと）さん、橋本さん、中野会長、池田さん

安立連合地域活動協議会に含まれる地域

 安立1～4丁目、住之江1～3丁目、西住之江1～4丁目、浜口東2・3丁目

「住之江ポスター展」のリーフレットをご用意しています。ご希望の方はお問合せください。

問合せ　区協働まちづくり課　窓口43番 ☎︎6682-9832

地活協とは

地域活動協議会の略称。地域活動協議会は、おおむね小学校区単位で、連合町会やPTA等のさまざまな団体が皆で一緒にまちづくりに取り組んでいくための仕組みです。

住之江区の地活協は、「○○地域活動協議会」、「さざんか○○協議会」の名称で活動しています。

区民優待企画

さんふらわあクリスマスクルーズ

楽しいイベントが盛りだくさんの「クリスマスクルーズ」に優待価格でご乗船いただけます！

日時　12月22日（土曜日）

　　　受付開始9:15　乗船開始10:45　出港11:45　入港15:15

場所　大阪南港ＡＴＣさんふらわあターミナル

対象　区内在住・在勤・在学の方

参加費　大人　3,600円（通常3,900円）

　　　　小学生　1,700円（通常1,900円）

　　　　幼児（3歳以上）800円（通常1,000円）

※参加費には乗船料・イベント参加料（一部を除く）・消費税を含みます。

※お食事の代金は含まれません。

申込締切　12月21日（金）17:00　※定員になり次第、受付を終了いたします。

申込方法　予約センター（6614-1013）での予約時に、「さざんかを見ました」とお申込みのうえ、クルーズ当日のフェリー乗り場窓口で区広報紙「さざんか」をご提示ください。（1家族、1グループまで適用）

主な船内イベント　クイズラリー　クリスマスライブ　さざぴー登場・操舵室見学（限定）など

ペア5組10名様に乗船券プレゼント！

応募方法：ハガキに、住所・氏名・年齢・電話番号をご記入のうえ、次の宛先までご応募ください。

〒559－8601　御崎3－1－17　住之江区役所　総務課（企画）

「さんふらわあクリスマスクルーズ」係へ

応募締切：11月30日（金曜日）当日消印有効

※発表は発送をもってかえさせていただきます。

問合せ　クリスマスクルーズについて　株式会社フェリーさんふらわあ　☎6614-1013

　　　　乗船券プレゼントについて　総務課（企画）窓口42番　☎6682-9994

詳しくはこちら！

http://www.city.osaka.lg.jp/suminoe/page/0000450293.html
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マイナンバーカードを申請してね！

マイナンバーカードで何ができるの？セキュリティは？よくある質問にお答えします

Q1マイナンバーカードのメリットは？

A1  マイナンバーカードがあれば…

・コンビニのマルチコピー機で、住民票等の各種証明書が取得できます。

・コンビニ交付の利用時間は6：30～23：00です。土・日・祝日も使えます。

・コンビニ交付は窓口交付よりも100円お得です（※戸籍の証明書は除く）。

・カード1枚でマイナンバーの提示と本人確認ができる唯一のものです。

・確定申告等、各種行政手続きのオンライン申請等に利用できます。

※利用には、ICカードリーダライタ等が必要です。

Q2マイナンバーカードを使ったら、個人情報は丸見え？

A2  マイナンバーカードには使用履歴は残らないため、カードを使っても安全です。

　マイナンバーカードやマイナンバーを手がかりにして、持ち主に関する個人情報を全て集めるといったことはできません。

⇒カードの紛失や盗難にあった時は、コールセンターまで（☎0120-95-0178）連絡してください。24時間365日受付しています。

Q3マイナンバーカードをつくるには？

A3  3つの方法があります。

①申請書を郵送する

②スマートフォン、パソコンから申請する

③まちなかの証明用写真機から申請する

発行手数料は無料です（初回のみ）。申請から交付までの期間は約１ヶ月です。

※いずれの方法も申請書が必要です。申請書は平成27年10月に通知カードと同封して送付されています。申請書を紛失された方は区役所6番窓口へ本人確認資料を持ってお越しください。

マイナンバー（個人番号）は通知カードにより各世帯に送付しています。

通知カードを紛失した場合などにマイナンバーを確認するにはマイナンバーカードを作成するほか次の方法があります。

①通知カードを再発行する（手数料：1件500円）。申請から約3週間でご自宅に郵送されます。

②マイナンバー記載の住民票を取得する（手数料：1通300円）。

問合せ先　窓口サービス課　窓口⑥番　☎6682-9963

ふだんのくらししあわせレポートvol.16

　ふだんのくらししあわせレポートでは、住之江区の「ふだんのくらしのしあわせ」を作り出し支える方々をご紹介しています。

地域の子どもは私たちの子ども

　平林地域の「ひらこや」は、平林福祉会館で第1・第3木曜日に、平林小学校の児童を対象に開催されています。

　毎回30〜50人の子どもたちが学校帰りに「ひらこや」に通い、宿題や自主学習のあとに、地域のみなさんの手作りのごはんを食べています。中心メンバーで、さざんか平林協議会ボランティア部会の佐野（さの）さんは、「『ひらこや』に来ている子どもたちは『ひらこや』以外で会った時にも声をかけてくれます。地域の子どもたちの顔が分かっていれば、災害時にも安心です。」とおっしゃっています。

「ひらこや」を支える明るいボランティアの方々と子どもたちの交流はますます深まっています。

問合せ　保健福祉課（地域福祉担当）☎6682-9906　FAX6686-2039

「ひらこや」について、詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.city.osaka.lg.jp/suminoe/page/0000371016.html

「ひらこや」のボランティアのみなさん
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各種相談　各種相談はすべて無料・秘密厳守です。

相談内容／実施日時（受付時間）／場所／問合せ

弁護士による法律相談　要予約／11月6日（火曜日）、13日（火曜日）、27日(火曜日）、12月4日（火曜日）13:00～17:00　各回先着順。定員16名※27日は24名／区役所4階相談室／区総務課　窓口㊶番　☎︎6682-9683　申込み　当日9:00～

行政相談／11月20日（火曜日）13：00～16：00（15:00受付終了）／区役所4階相談室／区総務課　窓口㊶番　☎︎6682-9683

司法書士による法律相談／11月19日（月曜日）13：00～16：00（15:30受付終了）定員6名（先着順）／区役所4階相談室／区総務課　窓口㊶番　☎︎6682-9683

ひとり親家庭相談　要予約／毎週水曜・木曜　9:15～17:30（年末年始・祝日除く）／区役所1階保健福祉課／区保健福祉課　窓口③番　☎︎6682-9857

弁護士による「離婚・養育費」に関する専門相談　要予約／11月29日（木曜日）14:00～16:00  事前電話予約必要　先着順。定員4名　※相談時間は30分以内／区役所1階保健福祉課／区保健福祉課　窓口③番　☎︎6682-9857　申込み　11月15日（木曜日）9：00～
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健康情報　

こころの健康相談（専門医による精神保健相談です）

無料　要予約

日時・期間　11月19日(月曜日)・12月6日（木曜日）14:00～

対象　区内在住の方

問合せ　区保健福祉課（地域保健活動） 窓口31番　☎6682-9968

麻しん・風しんの予防接種を受けましょう！！

　麻しん（はしか）と風しんは感染力が高く、免疫を持たない人がウイルスに触れると、患者さんと同じ空間にいるだけで感染してしまい、乳幼児では死に至ることもあります。予防接種を2回受けることで98～99％の方は免疫がつきます。

　麻しん・風しんの混合ワクチンは、下記の無料で接種できる期間が決まっています。この期間を過ぎると1万円程度の自己負担がかかりますので、まだの方は早めに接種しましょう！！

1期　生後12～24か月に至るまで　(2歳の誕生日前日まで)

2期　小学校就学前1年間　(年長児：4/1～翌年3/31まで)※平成24年4月2日から平成25年4月1日生まれの方は、平成31年3月31日まで

問合せ　区保健福祉課（健康支援）窓口31番 ☎6682－9882

種別・費用／実施日時（受付時間）・場所／対象（大阪市民で）

要予約　胃がん検診（胃部Ｘ線撮影）　500円／11月16日(金曜日)9:30～10:30分館　12月1日(土曜日)9:30～10:30南港　1月16日(水曜日)9:30～10:30分館／40歳以上の方※かく痰検査は50歳以上でハイリスク対象者のみ

要予約　大腸がん検診（便潜血検査）　300円／11月16日(金曜日)9:30～10:30分館　12月1日(土曜日)9:30～10:30南港　1月16日(水曜日)9:30～10:30分館／40歳以上の方※かく痰検査は50歳以上でハイリスク対象者のみ

要予約　肺がん検診（胸部X線撮影・かく痰検査）　無料（かく痰検査は400円）／11月16日(金曜日)9:30～10:30分館　12月1日(土曜日)9:30～10:30南港　1月16日(水曜日)9:30～10:30分館／40歳以上の方※かく痰検査は50歳以上でハイリスク対象者のみ

要予約　乳がん検診（マンモグラフィ検査）　1,500円／11月16日(金曜日)13:30～14:30分館　12月10日(月曜日)9:30～10:30分館／40歳以上の女性で隔年受診（昭和・大正奇数年生まれ）

要予約　骨量検査　無料／11月16日(金曜日)13:30～14:30分館　12月10日(月曜日)9:30～10:30分館／18歳以上の方

要予約　風しん抗体検査　無料／12月3日(月曜日)10:00～11:00分館　12月21日(金曜日)15:00～16:00分館／妊娠を希望する女性または妊娠を希望する女性の配偶者（妊婦の配偶者を含む）※検査には条件がありますので、お問い合わせください。

予約不要　特定健康診査　無料／11月16日(金曜日)9:30～11:00分館　12月1日(土曜日)9:30～11:00南港　1月16日(水曜日)9:30～11:00分館／大阪市国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入の方（40歳以上）

予約不要　歯科健康相談　無料／11月16日(金曜日)9:30～10:30分館　1月16日(水曜日)9:30～10:30分館／どなたでも

予約不要　BCG接種　無料／11月28日(水曜日)13:30～14:30分館　12月19日(水曜日)13:30～14:30分館／生後5～8か月未満の方

予約不要　結核健診（胸部X線撮影）　無料／11月7日(水曜日)10:00～11:00分館　12月3日(月曜日)10:00～11:00分館／15歳以上の方

場所　分館＝区保健福祉センター分館（浜口東3-5-16)区役所から徒歩5分　南港＝南港ポートタウン管理センター

問合せ　区保健福祉課（健康支援） 窓口31番 ☎6682-9882

第4回　健康づくり運動講座　参加者募集！「今日からはじめる転倒予防」　

無料

　要支援や要介護の原因は、関節疾患や骨折・転倒、高齢による衰弱が約半分を占めており、ロコモティブシンドロームの予防が大切です。理学療法士による身体の動かし方や自分でできる運動などを紹介します。みんなでしっかり運動して転倒を予防しましょう！

講師　理学療法士

日時・期間　11月14日（水曜日）13：30～15：00

場所　すみのえ舞昆ホール（区役所2階）

締切　11月12日（月曜日）まで

定員　50名（先着順）

その他　区保健福祉センター　主催

申込み　区保健福祉課（地域保健活動）窓口31番　☎6682-9968

インフルエンザを予防しよう！

　インフルエンザは感染力が強く、普通の風邪とは違って、38度以上の高熱、頭痛、のどの痛み、せき、鼻水、筋肉や関節の痛みといった症状が出ます。これらの症状があるときは受診してインフルエンザかどうかの診断を受けましょう。また、重症化予防のためのワクチン接種もあります。

感染予防のポイント

流行前のワクチン接種　手洗い・うがいの習慣化◇人ごみを避ける　室内環境の調整(温度20℃前後・湿度50～60％程度)　規則正しい生活

問合せ　区保健福祉課（地域保健活動）窓口31番 ☎6682-9968

★大阪市では、65歳以上の方にインフルエンザ予防接種費用の助成を行っています。

※予防接種費用の助成については

問合せ　区保健福祉課（健康支援） 窓口31番 ☎6682-9882
子育て情報

母親教室

無料　申込不要

日時・期間　11月12日(月曜日)・19日（月曜日）・26日（月曜日）13：30～15：30

内容　お話しや実習、交流会　3回コース（19日は「妊婦歯科健診」併設）

対象　3月頃出産予定の方（2月予定以前の未受講の方）

赤ちゃん交流会

無料　申込不要

日時・期間　11月19日(月曜日)13：30〜15：00

内容　情報交換と交流会、育児相談

対象　1～3ヶ月のお子さんと保護者

場所　保健福祉センター分館2階

問合せ　区保健福祉課（地域保健活動）窓口31番 ☎6682－9968

子育て支援室のわくわく子育て

子育てに関するご相談は、お気軽に子育て支援室をご利用ください

　子どもは大人との触れ合いが大好きです♡触れ合うことで安心し、愛されている、大切にされているという気持ちとともに、自尊感情（自分自身を価値ある者と思う気持ち）も育っていきます。子どもは大人のひざの上に座るのも大好きです♡大好きな人のぬくもりを感じながら、すぐそばで声を聴くこともできます。子どもにとっては最高にあったかい時間なのです。落ち着かない、言う事をきかない等々で子育てが大変だと感じていたら、ぜひ、このあったかい時間を大切にしてほしいな～と思います。少しの時間でも、毎日繰り返し続けていく中で、子どもと大人との関係がさらによくなったり、変化を感じると思いますよ。

　毎年10月27日～11月9日は「本に親しみ楽しもう」ということで読書週間になっているのをご存知ですか？お気に入りの絵本はありますか？読書週間を機に子どもをひざの上にのせ、絵本を読みながら、触れ合ってみるのもいいですよね。絵本を上手に読めないから無理！なんて思わなくても大丈夫ですよ。本の通りに読まなくても、簡単な表現に変えたり、一緒に絵を楽しむだけでも十分です。大人と一緒にあったかい時間を過ごすことが重要なのです！！昔から伝わるふれあい遊びもたくさんあるので、絵本とともに、子どもとたくさん触れ合ってくださいね♡

問合せ　区保健福祉課　窓口③番　☎︎6682-9878・9880（子育て支援室）
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催し

粉浜地区人権のつどい

無料　申込不要

噺家が考える幸せ～ダウン症のアニキをもって～

日時・期間　12月8日（土曜日）14：30～（受付14：00～）

場所　粉浜中央福祉会館4階　大会議室（粉浜2丁目9－14）

問合せ　区協働まちづくり課　窓口43番　☎6682-9832

住之江区の動画コーナー！

　住之江区役所のホームページでは過去に放映された「南港サンセット．tv」や「ラビリンスノカヲリ」などを紹介する動画コーナーを作成しています。ぜひご覧ください！

http://www.city.osaka.lg.jp/suminoe/category/3421-7-0-0-0-0-0-0-0-0.html

毎月第2・4火曜日17：30～「南港サンセット．tv」配信中！ 

　住之江区のさまざまな情報をYouTube Liveで公開生配信！

　チャンネル登録をお願いします。

　観覧無料ですのでぜひ遊びにきてください！

【配信場所】ATC O’s棟　北館　4階（中央付近3号 エレベータ）「オープンガレージ（特設会場）」

https://www.youtube.com/channel/UCDURE3P1k7DJmDQJuadz68Q

問合せ　区総務課（企画） 窓口㊷番　☎6682－9994

ATCチケットプレゼント！

ＯＳＡＫＡアート＆てづくりバザール　ＶＯＬ.29

5組10名様

日時　12月8日（土曜日）～9日（日曜日）10：00～17：00

場所　大阪南港 ATCホール＋特設会場

入場料　一般750円（前売650円）

　　　　※前売は12月7日（金曜日）まで発売

　　　　※小学生以下無料、障がい者割引なし、期間中１回有効

問合せ先　テレビ大阪　事業局「ＯＳＡＫＡアート＆てづくりバザール」

　　　　　☎︎6947-1912　受付時間10:00～17:00（土日祝除く）

応募方法　ハガキに、住所・氏名・年齢・電話番号のほか、次の設問からそれぞれ1つお答えください。

　　　　　設問A　イベントに何を一番期待しますか？

　　　　　　　　　①スタンプラリーなどの催し　②屋台などの食事　③アート　④スポーツ　⑤音楽　⑥その他

　　　　　設問B　住之江区の情報を普段どのように入手しますか？

　　　　　　　　　①広報紙　②インターネット　③フェイスブック　④家族・知人　⑤その他　

応募先　〒559-8601　御崎3-1-17　住之江区役所　総務課（企画）　窓口42番

　　　　「さざんか11月号チケットプレゼント」係

応募締切　11月22日（木曜日）当日消印有効　※発表は発送をもってかえさせていただきます。

チケットプレゼントの問合せ＝区総務課（企画）　窓口㊷番　☎︎6682-9994

http://www.tv-osaka.co.jp/event/makingbazaar/
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中学生の海外派遣事業　～カナダ研修～

　住之江区役所では、これまでの環境とはまったく異なる文化・社会に触れることで、子どもたちの広い視野と「生きる力」を育むため、7月22日（日曜日）から8月6日（月曜日）までの16日間、区内の市立中学校に通う生徒 7名をカナダへ派遣しました。

　現地ではバンクーバーにあるブリティッシュ・コロンビア大学内で、英語研修やアクティビティなど様々なプログラムに参加し、他の国の人との交流や貴重な体験をしてきました。

　今後、研修生たちは今回の研修で学んだことや、感じたことなどについて、それぞれの学校においても報告会等を通じて共有します。

研修の様子

英会話研修（出発前）

英語研修①

英語研修②

市内散策

修了式

カナダ研修を終えて

研修生　×　住之江区長　座談会

　8月19日に研修生の皆さんと西原区長との座談会を開催しました。

　保護者・学校関係者を招いて現地での様子に加えて、研修生それぞれが感じたことや思ったこと、印象に残ったこと、この経験を活かしてこれから何に頑張っていくのかなど、思い思いに語ってもらいました。

区長　今回の海外研修で、他の国の人と接してどの様に感じましたか？

樋﨑　研修は全て英語による授業で、自分の英語は通じにくかったと思います。中国人やメキシコ人はとても積極的に発言していました。

梅原　初めての海外生活で、日本とは違う生活や文化を体験することができました。外国の人は積極的で、中国人のクラスメイトは授業中にどんどん発言していましたが、僕自身は、あまり発言することができませんでした。

区長　他の国の人との交流はできましたか？

宮本　私はクラスメイト全員にアンケートを取りました。

「名前」「出身」「年齢」「日本についてどう思うか」を書いてもらい、その結果、日本の印象は、食べ物では「寿司やラーメンが好き」、また「日本の風景が好き」といった回答がありました。

区長　皆さん、英語で苦労したと感じたようですけどどうでしたか？

青木　出発する前に単語はなるべく暗記して海外研修に臨みましたが、いざ現地で会話をするとなると、話したい単語が出てきませんでした。もっと英語を話せるようになりたいです。

樋﨑　中国人、韓国人、日本人など、それぞれ英語の発音に違いがありヒアリングも苦労しましたが、とても楽しかったです。

区長　この経験を活かして、これからどんなことをしたいですか？

山元　私は普段から困っている人がいれば、できるだけ声をかけるようにしています。英語を話せるようになって、海外から日本に来ている人で困っている人がいれば積極的に声をかけて、人から感謝されるような人間になりたいです。

柳生　英語ができなかったので、これから英語をたくさん勉強して英検受験にチャレンジしたいです。そしてもう一度海外に行き、しっかりとした文法を使って外国の人とコミュニケーションがとれるようになりたいです。

新保　今度はぜひホームステイをしてみたいです。そしてもっと自分が伝えたいことを伝えることができるようになってリベンジしたいです。

宮本　学生のうちに長期間の留学をしてみたいです。

区長　皆さんとても良い経験になったようですね。

また、皆さんは住之江区の代表として参加してもらいました。この経験を学校などでたくさんの人に伝えてください。

そして世界には色んな人がいて、色んな言語で話し、色んな感覚の人がいます。皆さんには、これから色々な経験をして、自分の価値観を見つけてほしいと思っています。

この経験をぜひ今後の人生に活かして頑張ってください。　

住之江区長　西原　昇（にしはら　のぼる）
南港南中学校　1年　梅原　涼真さん（うめばら　りょうま）
住之江中学校　2年　青木　歩花さん（あおき　ほのか）
南港北中学校　3年　樋﨑　斗哉さん（ひざき　とうや）
新北島中学校　2年　山元　萌麻夏さん（やまもと　もあな）
加賀屋中学校　1年　柳生　凰介さん（やぎゅう　おうすけ）
真住中学校　2年　新保　凪紗さん（にいぼ　なぎさ）
住吉第一中学校　1年　宮本　歩祈（みやもと　ほのり）さん

「保護者の声」

　子どもたちの感性は、貴重な体験を通じて豊かになりました。外国の人との交流や文化に触れたことは、将来社会に出た時にきっと役に立つと思います。この企画に携わってくださったたくさんの方々に、心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。

宮本　歩祈さんの母　恵子（けいこ）さん

「先生の声」

　子どもたちはカナダ研修を終え、以前よりいきいきとしています。現地では苦労もあったようですが、積極的に他の国の友人に話しかけ頑張ってくれました。今回の経験から、より一層充実した学校生活になることを願っています。

真住中学校　西村（にしむら）　あかね先生

問合せ　区総務課　窓口42番　☎6682-9993

この事業をふるさと寄附金で応援！！

　中学生の海外派遣事業をみなさんのふるさと寄附金で応援していただけませんか？

詳しくはこちらから→http://www.city.osaka.lg.jp/suminoe/page/0000449285.html
問合せ　　総務課　窓口42番　☎6682-9903

住之江区青少年育成推進大会を開催します

今こそ、幼い子には旅をさせろ！　〜ますます進むグローバル化の中で、子どもたちに本当に求められる能力〜

無料　申込不要

日時・期間　11月16日（金曜日）19：30～

場所　すみのえ舞昆ホール（区役所2階）

定員　100名（先着順）

内容　①住之江警察署による区内の少年非行の現状報告　

　　　②子どもたちを交えてパネルディスカッション

　　　ファシリテーター：大谷 邦郎（おおたに くにお）氏 グッドニュース情報発信塾塾長（元MBSラジオ報道部長）

問合せ　区協働まちづくり課 窓口43番　☎︎6682-9832
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つながってまちづくり　企業・NPO・学校・地域交流会

地域

学校

企業・NPO・団体等

　今、住之江区では14の地域活動協議会（地活協）が、区内にある企業・NPOや学校等と連携して、地域をよりよくするため様々な活動に取組んでいます。このページでは、こうした‘住之江区のまちづくり’をご紹介します。

たくさんの取組みが生まれています！

　地域にある困ったことややりたいことという課題。企業・NPO・大学・市民活動団体などが持つ専門性。この二つをマッチングさせ、新たな価値観を生み出しながら、解決していこう。これが「企業・NPO・学校・地域交流会」のコンセプトです。

　住之江区内には、「地域社会をもっと盛り上げたい」という強い思いを持った、地域・企業・NPO・学校・病院・福祉施設等がたくさんあります。こういう思いのある皆さんが、「地域貢献への思い」「こんなことをやりたい」「こんなことなら力になれる」などを話し合い、交流を深めていただく場として、平成25年度から開催しています。

　毎回100名を超える参加があり、この会をきっかけにこれまで50を超える「取組み」が生まれています。今回はその中から、三つの事例をご紹介します。

平成30年8月開催の交流会の様子

交流会で取組みの報告

問合せ　区協働まちづくり課　窓口43番　☎6682-9832

取組み事例1

地域　企業・NPO・団体等

食のノウハウを活かし地域を元気に！

さざんか加賀屋東協議会×（株）舞昆のこうはら

　高齢者食事サービスにおける担い手の固定化や高齢化などに課題があった地域を助けようと、平成26年の交流会で、企業や大学、病院等がつながり、協力して様々な取組みを行うことに！そのひとつが（株）舞昆のこうはらさんによる高齢者食事サービスへの支援です。およそ１年間にわたり、会社の栄養士さんと男性社員を派遣。調理や配膳のお手伝いをしました。これをきっかけに、他の企業の栄養士さんや病院の栄養士さんらがさらにつながり、加賀屋東桜まつり「健康のつどい」が生まれるなど、取組みが広がっています。

　「高齢者に元気に過ごしてもらいたい。そんな地域の思いをみなさんが助けてくださっているのが大変ありがたいですね」と同協議会の高田（たかだ）会長。

　（株）舞昆のこうはら 統括室の鴻原（こうはら）さんご夫婦は「地域のこうした取組みに参加させていただくようになって、様々な課題や地域の皆さんが頑張っておられることを知ることができ、とても勉強になりました。それは自社にとってもプラス。地域の方を手助けできることが、まだまだたくさんあるんじゃないかと思っています。ぜひ続けていきたいですね」との思いを話してくださいました。

高田会長

桜まつりの餅つき

（株）舞昆のこうはら　鴻原さんご夫妻
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取組み事例2

地域　企業・NPO・団体等

子育て応援ルームママコム誕生！

住之江連合地域活動協議会×わらべの会

　平成27年の交流会でつながった、住之江連合地域活動協議会と粉浜でお母さん塾を開催していた「わらべの会」。地域の願いは、子ども達の健やかな成長。そこで、休止していた同地域の子育てルームを復活させるべく、プロジェクトを立ちあげました。

　こうして「子育て応援ルームママコム」が始動！子育て中の若いママ達が、悩みなどを気軽にフリートークできる場所づくりをコンセプトに、平成28年6月から毎月第３土曜日に開催されています。

　「交流会がきっかけになって、子育てルームの再開につながった。わらべの会の小村さんに子育ての悩み相談を引き受けていただくなど、皆で少しずつ形にしていった。2年が過ぎた今、多くの参加者に楽しく過ごしていただけて、嬉しく思っています」と同協議会の長田（ながた）会長。

　久しぶりに子育てルームを訪れた、小村（こむら）さんは「地域の方が本当に熱心に、再開に向けて準備をされた。私は、‘お母さんが元気でいること’が大切だと思っているので、そのお手伝いができて嬉しいですね」と穏やかな笑顔でお話しされていました。

長田会長

参加者と話す小村さん（左）

取組み事例3

地域　学校

住民のニーズに沿った活動を推進！

さざんか南港緑協議会×森ノ宮医療大学

　平成28年の交流会でつながった、さざんか南港緑協議会と森ノ宮医療大学の先生方。「みんなで助け合い、いくつになっても明るく生き生きと暮らしていけるまちにしたい」という地域の思いを形にするため、まずは住民ニーズを把握することに。両者が集まって打ち合わせを重ね、平成29年10月に地域住民を対象に『南港緑「高齢になっても住みやすいまち」を目指すためのアンケート』を実施したところ、多くのみなさんにお答えいただくことができました。

　そしてこの結果をもとに、今新たな仕組みづくりがスタートしています。

　「取組みはここからが本番。このアンケートで分かった、住民の皆さんの様々な思いをぜひかたちにしたい。高齢者の買い物支援や日常のちょっとした困りごとを‘有償ボランティア’で解決する仕組みの実現を目指していきます」と同協議会の廣澤（ひろさわ）会長の力強い言葉です。

　アンケート作成と分析の協力をした森ノ宮医療大学の三木屋（みきや）先生は「とにかくみなさんの熱意がすごかったですね。その思いに応えたいとがんばりました。この種のアンケートでは驚くほどの回収率でしたし、面白い分析もできました。次の取組みにもつなげていきたいです」と笑顔でした。

廣澤会長

森ノ宮医療大学の先生方（左から三木屋先生/横井（よこい）先生/中村（なかむら）先生/緒方（おがた）先生/大巻（おおまき）先生）
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応援します！あなたの子育て

　あなたはどんな子どもでしたか。家族、近所のおじちゃんおばちゃん、先生、友達…。いろんな人と関わって、うれしかったり楽しかったり、叱られたり、分かってくれない…と悔しい思いをしたり。

　子どもは子どもの思いを持っているし、大人の思うように育たないもの。そんな子育てがうまくいかないとき、誰かに聞いてもらったり、大丈夫と共感してもらえたりしたら、気が楽になることもあると思います。

　住之江区には、子どもと一緒に過ごせる場や、話を聞いてくれる場がたくさんあります。

　誰かに頼るのもなあ…という方も、ちょっと出かけてみませんか？

ね〜ね〜、どっかつれてってよぉ。

そんなときは…

今年もやります。子育て応援イベント。秋の一日、子どもとふれあい素敵な思い出づくりはいかがですか？

第5回住之江区子育て応援イベント【つながる　ひろがる　子育ての輪】

日時：11月10日（土曜日）11：00～15：00

場所：すみのえ舞昆ホール（区役所2階）

内容：日頃、住之江区の子育てを応援している子育てサロンの皆さんをはじめ、子育て関係の団体、NPO、ボランティアグループの皆さんで開催する親子で楽しめるイベントです。入場無料、一部有料のコーナーあり。

問合せ：区社会福祉協議会（☎6686-2234）

子どもと一緒も楽しいけど、やっぱりたまには大人とゆっくりしゃべりたい！

子どもも一緒に遊べるママ友つくりたい！

そんなときは…

「つどいの広場」はいかがでしょうか。区内に6か所ありますよ。

区内のつどいの広場

名称／住所／電話番号

住之江区子ども・子育てプラザ／浜口西3－4－22／6674-5405

つどいの広場みさき／御崎7－2－4（大阪市立御崎保育所内）／6685-5180

つどいの広場北加賀屋／中加賀屋2－17－1（大阪市立北加賀屋保育所内）／6683-3761

きのみむすび保育園子育て支援センター／西加賀屋4－4－10／6682-3001

陽だまり ポートタウン保育園／南港中5－3－37（ポートタウン保育園内）／6613-3055

住の江幼稚園よちよちらんど／南港中4－4－32／6613-0800

【住之江区子ども・子育てプラザ　より】

つどいの広場は、乳幼児親子が気軽に来て安心して遊べる場所で、子どもも保護者も友達を見つけて交流できる出会いのひろばです。子育て相談ができるスタッフも常駐し、週5日間開設しております。各施設では講座やイベントなど楽しい企画もあります。

気軽に遊びにきてください。
区内にはほかにも親子で過ごせる場がいろいろあります。詳しくは区役所等に配架の子育て情報紙「わいわい」や住之江区ホームページ、フェイスブックをご覧ください。このほか、市内の子ども向けのイベントなどは「いちょうネット」から検索できますよ。

【企業・店舗等の皆さまへお願い】

「わいわい」の配架・配布にご協力いただける企業・店舗等がございましたら、区子育て支援室までご連絡ください。
区ＨＰ（子育て支援室）

http://www.city.osaka.lg.jp/suminoe/page/0000211272.html

区フェイスブック

https://m.facebook.com/%E4%BD%8F%E4%B9%8B%E6%B1%9F%E5%8C%BA%E5%BD%B9%E6%89%80-180122898835376/

いちょうネット

https://www.manabi.city.osaka.lg.jp/www/toppage/0000000000000/APM03000.html

子どもが最近お友達とうまく遊べてないようで、どうしたらいいのか悩んでるんです…。

そんなときは…

区役所の「子育て支援室」にご相談ください。

家庭児童相談員・保育士・保健師が子育てに関するいろんな相談をお受けしています。

お話ししてみませんか？相談内容やプライバシーは固く守ります。

住之江区子育て支援室（区役所1階3番窓口）

開設時間：月曜日から金曜日まで（年末年始・祝日を除く）9:00～17:30　☎6682-9878／9880

【家庭児童相談員　より】

子どもは、ともに生活する人が笑顔でいられると、安心して過ごすことができます。子どもの発達や育児のこと、子育ての中で何か行き詰ったことも、お話しに来てもらえたらと思います。一緒に考えていきましょう。

みんなが笑顔で過ごせるように

どこからかわからないけど、毎日ずっと子どもの泣き声が聞こえる‥。

ちょっと気になる子どもがいる‥。

気にかかることがあれば、ためらわずにご連絡ください。秘密は守られます。

児童虐待ホットライン　☎0120-01-7285【365日24時間対応】

児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（いち早く）【365日24時間対応】

大阪市こども相談センター　☎4301-3100　FAX6944-2060【平日 月～金曜日 9:00～17：30】

住之江区子育て支援室　☎6682-9878/9880　FAX6686-2039【平日 月～金曜日 9:00～17：30】

子育て支援室では、「広報さざんか」に季節の子育てに関するコラム「わくわく子育て」を毎月連載しています。こちらもあわせてご覧ください。（11月号は「あったかい時間　いかがですか」をテーマに4ページに掲載しています。）

問合せ　住之江区　子育て支援室（1階3番窓口）　☎6682-9878／9880

【広報さざんか2018年11月号特集1】

今月のトピックス

特集1～3面　アートあふれるまち　すみのえ

10面　応援します！あなたの子育て

8-9面　地域・企業・NPO等つながり特集

7面　中学生の海外派遣事業

2面　トピックス　区民応援デー

1面 　地活協通信　安立

編集／発行

　住之江区役所 総務課　〒559ー8601　大阪市住之江区御崎3丁目1番17号

　☎6682ー9947　FAX6686ー2040

区役所開庁時間

　月曜～木曜　9時～17時30分 金曜9時～19時（ただし17時30分以降は一部窓口のみ）

　毎月第4日曜 9時～17時30分（一部窓口のみ）

連載　連載第10回　総合区・特別区ってなんだろう？

今回のテーマ「窓口サービスはどうなるの？」

詳しくは13面へ

クリエイティブセンター大阪（名村造船所大阪工場跡地）

すみのえアート・ビート2018　11月11日開催！

アート　あふれるまち　すみのえ

大阪府立 港南造形高等学校
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まちの魅力を高めるアートの力

住之江区のアート拠点をご紹介

クリエイティブセンター大阪（略称 ＣＣＯ）

経済産業省の近代化産業遺産に認定された名村造船所大阪工場跡地を活用した複合アートスペース

今年も開催！アートなまちのアートなお祭り

アクセス：Ｏｓａｋａ　Ｍｅｔｒｏ四つ橋線北加賀屋駅　4号出口より徒歩　約10分

　かつて造船のまちだった北加賀屋は、今やまちなかの壁画などアートなスポットがいっぱいの「アートのまち」へと生まれ変わっています。

　そんなまちの拠点、造船所跡地を活用した複合アートスペース、ＣＣＯを会場として、今年も「すみのえアート・ビート」を開催します。

　会場ではすっかりおなじみとなった巨大なアヒルちゃん、ラバー・ダックが皆さまをお出迎えします。

　北加賀屋で、海風に吹かれて、飲んで、食べて、遊びながら、アートを体験しよう！

今年もラバー・ダックがやってくる。

NEW　インスタグラム・フォトラリー

　今年初開催！

　北加賀屋のまちには壁画など、建物や街並みを活かして制作された屋外アート作品がたくさんあって、「インスタ映え」すること間違いなし。

　そんな北加賀屋のまちを舞台に、チェックポイントになっているまちなかアートを探して、そこにお出かけしているアヒルちゃんとの写真を撮影し、インスタグラムに投稿しよう。

　6件以上の投稿をしていただくとスペシャルグッズ（非売品）をプレゼントします。

　詳しくは、会場や区役所、ＯｓａｋａＭｅｔｒｏ各駅など設置のリーフレットでご確認ください。

NEW　港南造形高等学校による展示

　こちらも初！

　住之江区にある美術専門高校の生徒による作品を展示します。

　この日のために、「海の入口、住之江」をテーマに制作する作品によって、大規模なアート空間が出現します。

　アーティストをめざす高校生のみずみずしい感性と近代化産業遺産のコラボをご覧ください。

ウォーク＆ウォッチ

　住之江のまち案内ボランティアの会のガイドで、名村造船所跡地をご案内。普段は立ち入ることのできないエリアも見学できます。

　さらに、ガイドの最後には、名村造船所跡地と北加賀屋をテーマにしたオリジナル短編映画を上映します。

　近代化産業遺産の見学や映画鑑賞を通して、今まで気づかなかった北加賀屋の魅力にふれることができます。

　今年の新作短編映画には住之江区住みます芸人の「雷鳴」も出演しますよ。

北加賀屋みんなのうえん祭

　北加賀屋にあるコミュニティファーム「北加賀屋みんなのうえん」によるマルシェを開きます！

　厳選した素材を使ったこだわりのお店や、北加賀屋のアーティストによるワークショップなどなど、安心・安全の食材、丁寧な手作りにこだわった、食･農･アートを楽しめるマルシェです。

婚姻届の新しいデザインの投票について

　婚姻届のデザインについて、住之江区オリジナル版を追加予定で、デザインの一般募集を行いました。

　デザイン候補への投票を会場で実施しますので、ぜひ投票してくださいね。
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まちの魅力を高めるアートの力

住之江区のアート拠点をご紹介

大阪府立港南造形高等学校　六百名が学ぶ日本最大規模の美術専門高校

西原区長が文化祭を訪問、作品のレベルに圧倒されました

　港南造形高校では、高校生の皆さんが日頃の学びを生かして、住之江区の地域活動を紹介するポスターの制作や、今年の「すみのえアート・ビート」への出展など、住之江のまちの中で、様々なアート活動を展開しています。

　そんな学校の雰囲気を体験しようと、９月22日（土）に開催された文化祭を西原区長が訪問しました。

3年生細川楓華（ほそかわ　ふうか）さんの作品。西原区長のリクエストに応じて書き上げてくださいました。

高校生の力の凄さを実感！

　右の作品は第70回高校展優秀賞受賞作品です。全体の構成からディテールの描写に至るまで、凄い出来映えです。驚いたことに、この作品、何と1年生の作品なんです。

　左の作品は奨励賞受賞作品です。「はにわ」たちが楽しそうに語り合っています。その豊かな発想力に感心します。

　恐るべし！港南造形高校。

タイトル「勇気」1年生　小林由佳（こばやし　ゆうか）さんの作品

タイトル「遊び始めちゃったはにわ」3年生　石地由弥（いしじ　ゆうや）さんの作品

黒板アートもハイレベル

　上の作品は教室の黒板にチョークで描かれた黒板アートです。これも立派な芸術ですね。絵に見入ってしまいます。

　他にもたくさんの教室でいろいろな絵が描かれていました。

　文化祭が終わると同時に、消されてしまうかと思うとさみしい気がします。

校舎はまるで美術館

　校舎の廊下に数々の芸術作品が展示されています。

　他にも、いたるところにアートがあふれています。ちょっとした美術館ですね。

　今回の訪問では、お忙しい中、仲谷（なかたに）校長がご案内してくださいました。

　文化祭で展示されている作品の解説やエピソードの紹介などのほか、アートを通じたまちづくりなど、区役所との今後の一層の連携について語ってくださいました。本当にありがとうございました。

問合せ　区総務課（企画）　☎6682ー9992


